
道の駅三芳村鄙の里交流センター内テナント募集要項 

（地域食材提供施設店舗用） 

 

 

                              株式会社ちば南房総 

 

  道の駅三芳村鄙の里の指定管理業務を市から受託している当社では、新たに道の駅三芳村鄙の

里交流センター内の地域食材提供施設テナントを下記の通り募集いたします。 

 

記 

 

１ 施設概要 

（1）名 称     道の駅三芳村鄙の里（交流センター） 

（2）所在地     南房総市川田８２－２ 

 

２ テナント募集施設の概要 

 地域食材提供施設店舗 

【飲食及び喫茶形式 A】 面積３５．１１６㎡ 

＜用途別面積内訳＞ 

No 用途 面積（㎡） 

1 厨房 ３５．１１６ 

※添付資料 1：交流センター棟 地域食材提供施設レイアウト参照 

 ※道の駅内のレイアウト変更に伴い、面積に変更が生じる場合があります。 

 

【飲食及び喫茶形式 B】 面積５３．８１６㎡ 

＜用途別面積内訳＞ 

No 用途 面積（㎡） 

1 厨房 ３５．１１６ 

2 カウンター・前室 １８．７００ 

※添付資料 2：交流センター棟 地域食材提供施設レイアウト参照 

 ※道の駅内のレイアウト変更に伴い、面積に変更が生じる場合があります。 

 

３ 応募資格及び出店者に求める役割 

（1）利用承認申請時点で安房郡市内に住所を有している個人又は法人（本店又は主たる事務所）。 

（2）下記の定めに従うこと。 

・南房総市三芳鄙の里物産センター及び南房総市三芳鄙の里交流センターの設置及び管理 

運営に関する条例 



上記に沿った営業活動をしていただきます。 

（3）当地域の食材を活用した飲食及びサービスをご提供可能な方 

この道の駅は、農業、農村の活性化を図るため都市と農村の交流の場として整備したこと

から、当地域の食材を活用した飲食を提供いただくとともに、地元の生産者や企業、道の駅

内の他のテナントと協力しながら、道の駅をはじめ当地域にお越しいただくお客様にご満足

いただける食とやすらぎの場を提供可能な方とします。 

（4）営業に必要な許可や免許を有していること。 

（5）過去の営業において、法令違反し罰則等を受けたことがないこと。 

（6）暴力団関係組織、またはその反社会的暴力活動を行う団体の関係者や、組織構成員では 

ないこと。 

（7）道の駅の設置目的を理解し管理運営やイベント等に対し協力的であること。 

 

４ テナント利用承認条件等 

（1）利用承認の相手   株式会社ちば南房総 

（2）商工会への所属   南房総市内房商工会 

（3）利用承認予定時期  出店者が決まり次第、利用承認書を交付します。 

ただし、令和 7 年 7 月下旬までに開業できるよう 

準備を進めてください。 

（4）月額利用料     1 ㎡あたり 飲食及び喫茶 2,200 円 

            【合計月額利用料】飲食及び喫茶 A 77,255 円 

                     飲食及び喫茶 B 118,395 円 

             請求月（毎月 15 日）の月末までに指定口座にお振込ください。 

（重要）開業後から利用料金が発生します。 

（5）直接経費  

  ① 各店舗における水道光熱費および共益費は、使用量に応じて毎月出店者に別途負担願 

います。 

  ② 店舗内の衛生管理費（浄化槽清掃、グリストラップ、害虫駆除等） 

  ③ 店舗内の安全管理費（防犯対策、利用者の安全確保対策、事故発生時の対応） 

（6）その他経費等 

  ① 店舗サイン等は、出店者負担となりますが、全体のイメージを乱さぬよう相談に応じ 

    て頂くようお願いします。 

  ② 営業に必要な什器、備品、使用する設備のメンテナンス費用等は出店者負担となります。 

 

５ 営業に関わる条件 

（1）営業日・営業時間 

  ① 営業日：出店者によって定めるものとします。（例：毎週水曜日） 

② 営業時間：9：00～17：00 

設備メンテナンスによる臨時休業等、道の駅三芳村鄙の里の方針に従って頂きます。 

 



（2）店舗の名称 

  ① 店舗の名称は出店者が自由に定めることができますが、あらかじめ弊社と協議して 

    いただき、当施設のイメージに合うよう要望いたします。 

（3）売上額の報告 

  ① 道の駅三芳村鄙の里の指定した日に、売り上げデータを提出していただきます。 

（4）店舗使用の留意事項 

  ① 出店者は店舗をその目的（利用承認時の業種）以外の用途に使用できません。 

  ② 出店者は最善の管理・注意をもって当該施設を維持管理するものとします。 

  ③ 出店者は利用承認に基づく権利の全部または、一部を第三者に譲渡、転貸、担保に供し、

または営業を委託、若しくは名義貸し等をする事はできません。 

  ④ 出店者は店舗の営業にあたり、関係法令を遵守しなければなりません。 

また、出店にあたり出店者自ら営業に必要な許可等を受けなければなりません。 

  ⑤ 安全管理・衛生管理等については弊社および営業に係る関係機関から是正の指示や、 

    指導があった場合は速やかに対応しなければなりません。 

  ⑥ 出店する施設の電気容量に上限がありますので、予めご相談の上、導入設備等のご検討

をお願いします。 

  ⑦ 出店者は接遇に関する研修ならびに従業員の教育をしなければなりません。 

  ⑧ 出店者は施設利用者との間でトラブル等が発生した場合には、誠意をもって解決する 

よう努めなければなりません。また、弊社にその内容を書面で報告するとともに、 

事後の対応策等に関しても書面をもって報告しなければなりません。 

（5）損害賠償 

  ① 出店者の責めに帰する理由により、当施設および店舗の全部または一部を焼失、 

    または損傷した場合は出店者がその損害を賠償しなければなりません。 

  ② 関係法令の遵守（この要項に定める事項を含む）、関係機関からの指示・指導及び利用 

許可を履行しないため損害を与えた場合は、出店者がその損害を賠償しなければなりま 

せん。 

  ③ 出店者の故意・過失を問わず店舗利用者に食中毒、不良品の販売等による損害を与えた 

場合は、出店者がその損害を賠償しなければなりません。 

  ④ 出店者の故意・過失により休業となった期間における弊社の損失については、保証して 

    いただきます。保証額については弊社と協議の上、決定します。 

（6）利用承認の取り消し及び変更 

    出店者が次の事項に該当した場合は利用承認期間内であっても、利用承認の取り消し、 

利用条件の変更または原状回復の義務が課せられる事があります。 

その場合、出店者に損失が生じても弊社はその損失を補償いたしません。 

    ・弊社との利用承認条件に違反した場合 

    ・偽りその他不正な手段による利用承認の取り交わしが判明した場合 

    ・店舗の売上額について虚偽の報告をした場合 

    ・応募者の資格を満たしていない事が判明した場合 

    ・法人、団体または個人にあってはその代表者および役員等が次の事項に該当する場合 



      地方自治法施行令第 167 条の 4 に規定する条件に該当する場合。  

      会社更生法、民事再生法に基づき更生または更生手続きが終了していない場合。 

      暴力団体関係組織またはその他反社会的暴力活動を行う団体の関係者や組織構成 

      員である場合。 

 

６ 撤退 

（1）出店者が店舗（道の駅三芳村鄙の里）から撤退する場合 

  ① 出店者が撤退を希望する場合は、撤退する６ヶ月前までにお申し出ください。 

  ② 撤退時には店舗を原状に回復していただきます。 

                                                                                      

７ 参加申込書及び事業計画書の作成及び提出 

応募を希望する者は、次により必要書類を提出すること。 

(1) 提出期間  令和 7年 2月 14日（金）～令和 7年 3月 14日（金） 

 午前 9時 00分～午後 5時 00分 

(2) 提出方法  封筒に入れ封印し、持参又は郵送（一般書留、当日の消印有効）の方法によること。 

なお、期限を過ぎて持参したものについては受付しない。 

(3) 提出書類  正本１部 副本７部 

①参加申込書(様式１～３) 

      ②事業計画書(様式４) 

      ③市税又は町税を滞納していないことを証する書類（個人事業主においては 

住所地、法人においては本店又は主たる事務所地） 

      ④貸借対照表及び損益計算書（直近３ヵ年） 

      ⑤収益計画書（今後３年間の計画） 

      ※新規事業者の場合、①、②、③、⑤のみ提出 

(4) 提出場所  〒299-2416 南房総市川田 82-2 

道の駅三芳村鄙の里 あて 

    封筒表面に「参加申込書等在中」と朱書きにて記載すること。 

※応募者から提出のあった事業計画書について、提案内容の漏えい、き損及

びその取扱いに十分注意することとし、不採用となった事業計画書について

は、応募者の同意のもと返却又は破棄することとします。 

 

８ お問い合わせ先 

テナント募集に関する質問は、メールにてお寄せください。 

道の駅三芳村鄙の里 

電話 ０４７０－３６－４１１６ 

メールアドレス staff＠hinanosato.jp 

 

 



①-1 5.00m × 6.35m = 31.750㎡

①-2 3.74m × 0.9m ＝ 3.366㎡

合計 35.116㎡

①-1

▼交流センター棟平面図

◀交流センター棟
地域食材提供施設 利用面積

添付資料１

（飲食及び喫茶形式A）

①-2



①-1 5.00m × 6.35m ＝ 31.750㎡

①-2 3.74m × 0.9m ＝ 3.366㎡

合計 35.116㎡

①-1
①-2



① 3.74m × 5.90m = 22.066㎡

② 5.00m × 6.35m = 31.750㎡

合計 53.816㎡

① ②

▼交流センター棟平面図

◀交流センター棟
地域食材提供施設 利用面積

添付資料２

（飲食及び喫茶形式B）



 



様式１ 

  年  月  日 

 

株式会社ちば南房総 

代表取締役社長 石井 裕 宛 

所在地              

商号又は名称           

代表者職・氏名               ○印  

 

参加申込書 

 

 「道の駅三芳村鄙の里交流センター内テナント募集」について、下記のとおり参加を申し込みます。 

なお、募集要項に定められた参加資格要件を満たしていること並びにこの申込書及び下記添付書類の

全ての記載事項は、事実と相違ないことを誓約します。 

記 

 

 添 付 資 料 （１）企業概要（様式２） 

         （２）業務実施体制（様式３） 

         （３）事業計画書（様式４） 

         （４）市税又は町税を滞納していないことを証する書類 

（個人事業主においては住所地、法人においては本店又は主たる事務所地） 

         （５）貸借対照表及び損益計算書（直近３ヵ年） 

         （６）収益計画書（今後３年間の計画） 

          ※新規事業者の場合、（２）、（３）、（４）、（６）のみ提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

（連絡先）                 

部 署 名               

氏     名               

電 話 番 号               

Ｆ Ａ Ｘ 番 号               

メールアドレス               

  



 



様式２ 
企業概要 

 

  

商号又は名称  

設立年月  

本店所在地  

代表者職・氏名  

資本金  

事業内容  

職員総数  

業務を担当

する営業所 

名称  

所在地  

代表者職氏名  

職員数  



様式３ 
業務実施体制 

 

商号又は名称              

代表者職・氏名             

   

役割 氏名・年齢・所属 実務経験年数・資格 担当する業務内容 
専任又は

兼任の別 

管理 

責任者 

氏名        

          

    （  歳） 

所属        

          

実務経験年数 

       年 

資格 

・         

・         

  

担当者 

氏名        

          

    （  歳） 

所属        

          

実務経験年数 

       年 

資格 

・         

・         

  

担当者 

氏名        

          

    （  歳） 

所属        

          

実務経験年数 

       年 

資格 

・         

・         

  

担当者 

氏名        

          

    （  歳） 

所属        

          

実務経験年数 

       年 

資格 

・         

・         

  

 

１ 配置を予定している者全員について記入すること。 

２ 記入欄が不足する場合には、適宜追加すること。 

３ 業務の一部を再委託する場合には、再委託先及び再委託する業務の内容を詳細に記入すること。 

 



１ 

 

様式４ 

 

 

 
 

 

施設名 道の駅三芳村鄙の里 

商号又は名称 

（共同事業体名） 

 

代表者名  

所在地  

電話番号  ＦＡＸ番号  

メール 

アドレス 

 

担当者名  

 

※各ページの記入欄が足りない場合は、必要に応じて追加して作成してください。 

 

 

事 業 計 画 書 



２ 

 

１ 企業理念 

【評価の視点】 

① 応募者の企業理念や経営基本方針は、本施設で事業を取り組むに当たり適切か。 

② 本施設の目的を理解し、企業の考え方や積極的に取り組む姿勢が明示されているか。 

③ 応募者の財務状況が良好で不足事態や資金需要の集中への対応ができるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 安定的な運営が可能となる人的基盤 

【評価の視点】 

① 人員配置等管理運営体制は適切か。 

② 従業員の採用、確保の方策は適切か。 

③ 従業員の指導育成、研修体制は十分か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 出店者の役割の理解 

【評価の視点】 

道の駅三芳村鄙の里の設置目的を理解し管理運営やイベント等に対し協力的であるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 

 

４ 事業計画 

【評価の視点】 

① 利用者に対する高品質で利便性の高いサービス提供に向けて、積極的な提案があり、創意

工夫が感じられ、その方策が適切か。 

② 地域の特産物を活用し、地産地消による地域の活性化が期待できる独創的かつ魅力的な提

案となっているか。 

③ 事業展開において、地産地消、地元事業者の活用・連携、地域経済の活性化に寄与する具

体的かつ有効な提案となっているか。 

（１）高品質で利便性の高いサービス提供に向けての創意工夫 

 

 

 

 

 

（２）地域の特産物を活用し、地産地消による地域の活性化が期待できる独創的かつ魅力的

な取組 

 

 

 

 

 

（３）地産地消、地元事業者の活用・連携、地域経済の活性化に寄与する具体的な取組 

 

 

 

 

 

５ 商品等への創意工夫 

【評価の視点】 

① 地域や施設の特性を理解した商品の提供が行えるか。 

② 観光客や地域住民等、幅広い客層のニーズに合わせた商品メニュー対応、創作意欲が期待さ

れる提案となっているか。 

 

 

 

 

 

 

 



４ 

 

６ 情報発信 

【評価の視点】 

① ホームページの運用や SNS の活用等、自主的な情報発信を行い、利用者へ店舗の特長を伝

える方策があるか。また、その実績があるか。 

② メニュー食材の紹介等、農産物直売所との連携を意識した経営を行えるか。 

 

 

 

 

 

 

 

７ 地域内雇用 

【評価の視点】 

南房総市内での雇用が期待できる提案となっているか。 

 

 

 

 

 

 

８ 安全管理・緊急時等の対応 

① 施設環境の安全・衛生面の配慮は適切か。 

② 事故防止、事故時の迅速な対応、再発防止対策は適切か。 

③ 御社が起因する事故発生時の被害拡大防止対策、再発防止対策は適切か。 

（１）施設環境の安全・衛生面の配慮 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）事故防止、事故時の迅速な対応、再発防止対策 

 

 

 

 

 



５ 

 

 

 

 

 

（３）事故発生時の被害拡大防止対策、再発防止対策 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

道の駅三芳村鄙の里交流センター内 

テナント募集 

審査基準 

 

（地域食材提供施設店舗用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年 2 月 

株式会社ちば南房総 
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１ 総則 

（１）目的 

   道の駅三芳村鄙の里交流センター内テナント出店者選定に関する審査基準（以下「審査基準」という。）

は、（株）ちば南房総が道の駅三芳村鄙の里交流センター内に出店を希望する事業者を選定するために、応

募者を審査するものである。 

 

（２）選定方法 

   事業者の審査に当たっては、公正性、公平性及び客観性を確保しつつ、（株）ちば南房総の提示した募集

要項により提出された事業計画書等について妥当性、継続性、確実性等の観点から総合的に審査する。 

 

（３）審査委員会の設置 

   事業者の選定に当たっては、道の駅関係者で構成される道の駅三芳村鄙の里交流センター内テナント出

店者選定に関する審査委員会（以下、「審査委員会」という。）を設置し、応募者の事業計画の説明及び面

接による審査を行う。 

 



 

3 
 

 

２ 審査手順 

  審査においては、応募者の参加資格を確認するとともに、応募者から提出 

  された事業計画書等を審査し、候補者を選定する。 

  審査の手順は、下記（予定）のとおりとする。 

 

 

 ・募集要項の決定 

 ・審査基準の決定 

 

                        ▼                                                      

 

 

 

 

                        ▼ 

 

 

 

                        ▼ 

 

 

 

 

                   ▼ 

 

 

 

                   ▼ 

 

 

 

 

                   ▼             

 

 

 

                        ▼ 

 

 

 

                        ▼ 

 

第4回審査委員会 

公募開始 

参加申込書・事業計画書提出 

事務局にて 

提出書類の確認 

応募者へ通知 

第5回審査委員会 

審査会 

（面接） 

優先候補者（出店者）決定 

優先候補者公表 

利用承認 

（２月１２日（水）実施） 

２月１４日（金）以降 

募集要項等の公表 

提出期限：令和７年３月１４日（金） 

令和７年３月２６日（水）開催 

 

審査会予定時刻の通知 

審査会の合否の通知 

ホームページへの審査結果公表 
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３ 審査方法 

   審査委員会は、審査基準に基づき事業計画書等の審査を行い、その結果を基に協議の上、候補者を選定

する。 

 

（１）資格審査 

   応募者が提出した参加申込書等を基に、「募集要項」に示した参加資格要件の具備を（株）ちば南房総に

おいて確認する。 

   参加資格要件が確認できない場合は失格とする。 

 

※ヒアリングの実施 

   ・応募者に対し、必要に応じて提出された書類に関するヒアリングを実施する場合がある。 

 

（２）事業計画書審査 

   ＜審査会＞ 

    事業計画書内容及び面接による審査 

・応募者は、事業計画書の内容についての面接を行う。（日時・場所については、応募者に別途連絡す

る） 

・面接は、１応募者につき１５分以内の説明のあと、３０分程度の質疑を行う。 

・説明員は、応募する個人または法人の社員に限る。 

・審査結果を踏まえ、候補者を選定する。審査結果等は、応募者に文書で通知する。（共同事業体の場

合は代表事業者） 

 

（３）審査基準 

    事業計画書の内容の審査項目、評価の視点は別表１のとおりとする。 

 

（４）候補者の選定及び協議 

    審査委員会は、事業計画の内容について審査を行い、審査による合計平均点数が６０点以上を獲得し

た事業者の中から優先交渉権候補者を選定する。その後、審査委員会の中で総合的に判断して、出店す

る最優先交渉権候補者を選定する。 

    優先交渉権候補者が１者であったときは、最優先交渉権候補者として選定する。 

    優先交渉権候補者が複数あったときは、合計点数による判定及び順位付け判定により最優先交渉権候

補者を選定する。各判定方法により順位に変動がないか確認し、変動する場合は、順位付け判定により

1位となった団体を最優先交渉権候補者として選定する。 

    審査委員会は、最優先交渉権候補者に出店できない事由が生じた場合は、審査において次順位以下と

なった優先交渉権候補者のうち、総合得点が上位であったものから順に当該出店の交渉を行うことがで

きる。 

    第１順位優先交渉権候補者が辞退等により事業ができないと判断した場合は、合計点数による次点者

と施設の管理に向けた協議を行うものとする。 

 

４ 事業計画内容の評価方法 

（１）基本方針 

   応募者から提出された事業計画書等の内容について、審査委員会による専門的な見地から審査を行うも

のとする。 

   本事業においては、道の駅三芳村鄙の里の集客を図り、事業者のノウハウを活かした事業を実施するこ

とが最重要課題となることから、審査委員会において、事業計画、事業実施体制等の妥当性、継続性及び

確実性等について審査を行う。 

 

（２）評価内容と選出方法 

   各審査項目に対して、次の表に示す得点の付与の考え方に基づき、各審査委員が５段階評価を行い、そ



 

5 
 

れに応じて計算された各審査項目の得点の合計を算出し、その平均点を評価点とする。 

評価点が割り切れない場合は、少数第４位を四捨五入して、小数第３位まで求めるものとする。 

評価ランク評価内容 得点化方法 

Ａ 審査項目において特に秀でて優れている。 配点×1.00 

Ｂ 審査項目において秀でて優れている。 配点×0.75 

Ｃ 審査項目において優れている。 配点×0.50 

Ｄ 審査項目においてわずかに優れている点を認める。 配点×0.25 

Ｅ 審査項目において優れている点が認められない。 配点×0.00 

 

（３）同点の取扱い 

審査で最優秀者の評価点が同点の場合においては、順位付け判定において1位の獲得数が多い順に最優先交

渉権候補者とする。 
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別表1 審査項目内容及び評価の視点 

  

 

 №   審査項目          評価の視点 評価項目配点 

 １ 企業理念 

 

 

 

①応募者の企業理念や経営基本方針は、本施設で事業を取り組む

に当たり適切か。 

②本施設の目的を理解し、市が目指す施設の目的の実現に向け

て、企業の考え方や積極的に取り組む姿勢が明示されているか。 

③応募者の財務状況が良好で不足事態や資金需要の集中への対

応ができるか。 

 

１０点 

 ２ 安定的な運営が

可能となる人的

基盤 

 

①人員配置等管理運営体制は適切か。 

②従業員の採用、確保の方策は適切か。 

③従業員の指導育成、研修体制は十分か。 

 

１０点 

 ３ 出店者の役割の 

理解 

 

道の駅三芳村鄙の里の設置目的を理解し管理運営やイベント等

に対し協力的であるか。 

 
１０点 

 ４ 事業計画 利用者に対する高品質で利便性の高いサービス提供に向けて、積

極的な提案があり、創意工夫が感じられ、その方策が適切か。 

地域の特産物を活用し、地産地消による地域の活性化が期待でき

る独創的かつ魅力的な提案となっているか。 

地産地消、地元事業者の活用・連携、地域経済の活性化に寄与す

る具体的かつ有効な提案となっているか。 

 

２５点 

 ５ 商品等への創意

工夫 

地域や施設の特性を理解した商品の提供が行えるか。 

観光客や地域住民等、幅広い客層のニーズに合わせた商品メニュ

ー対応、創作意欲が期待される提案となっているか。 

 

２５点 

 ６ 情報発信 ホームページの運用やSNSの活用等、自主的な情報発信を行い、

利用者へ店舗の特長を伝える方策があるか。また、その実績があ

るか。 

メニュー食材の紹介等、農産物直売所との連携を意識した経営を

行えるか。 

 

５点 

 ７ 地域内雇用 南房総市内での雇用が期待できる提案となっているか。 

 

 

５点 

 ８ 安全管理・緊急時

等の対応 

施設環境の安全・衛生面の配慮は適切か。 

事故防止、事故時の迅速な対応、再発防止対策は適切か。 

災害・事故発生時の被害拡大防止対策、再発防止対策は適切か。 

 

１０点 

 

小計 １００点満点 

 


